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第
だい

6
ろっ

課
か

  イエスについてのさらなる証
あか

し 

鈴木
す ず き

優人
ゆ う と

 

［暗唱
あんしょう

聖句
せいく

］ 

わたしは地上
ちじょう

から上
あ

げられるとき、すべての人
ひと

を自分
じぶん

のもとへ引き寄
ひ  よ

せよう。（ヨハネ1 2
じゅうに

： 3 2
：さんじゅうに

、新共同
しんきょうどう

訳
やく

） 

 

１
いち

．安息日午後
あんそくにちごご

 

「メシアが来
こ

られても、この人
ひと

よりも多く
おお  

のしるしをなさるだろうか」（ヨハネ7
なな

： 3 1
：さんじゅういち

） 

先週
せんしゅう

までに、イエスは自分
じぶん

が旧約
きゅうやく

聖書
せいしょ

に約束
やくそく

されたメシア（救い
すく  

主
ぬし

）であるということを一部
いちぶ

の人
ひと

たちに語
かた

られたことを学
まな

びましたが、イエスは語
かた

るだけではなく、奇跡
きせき

やしるしを実際
じっさい

に行
おこな

うことによって自分
じぶん

がメシアで

あることを示
しめ

しました。しかし、そんなイエスの行動
こうどう

を見
み

て、イエスを信じた
しん   

人
ひと

たちもいれば、イエスを憎んで
にく   

殺
ころ

し

たいと思う
おも  

ようになる人
ひと

たちもいたのです。今週
こんしゅう

の学
まな

びは、イエスのしたことを見た
み  

人
ひと

たちがどのように証言
しょうげん

したのかについて学
まな

びます。 

 

２
に

．日曜日
にちようび

： 魂
たましい

の謙虚
けんきょ

さー再び
ふたた  

証し
あか 

するバプテスマのヨハネ 

ヨハネ3
さん

： 2 2
：にじゅうに

〜 3 6
さんじゅうろく

を読
よ

みましょう。 

バプテスマのヨハネの弟子
で し

たちは、多く
おお  

の人
ひと

がヨハネのとこ

ろではなく、バプテスマのヨハネからバプテスマを受
う

けたイエ

スのところにいってバプテスマを受
う

けていることに嫉妬
しっと

してい

ました。しかし、バプテスマのヨハネ自身
じしん

はイエスに嫉妬
しっと

するこ

とはありませんでした。なぜなら、バプテスマのヨハネは自分
じぶん

の

役割
やくわり

が、人々
ひとびと

の目
め

をメシア（キリスト）であるイエスに向
む

けさ

せることであるとわかっていたからです。バプテスマのヨハネ

はイエスこそがキリストであると示
しめ

し、イエスのために道
みち

を備え
そな  

、イエスについて証
あか

しをするためにやってきた人
ひと

で

した。このメッセージに従う
したが 

人
ひと

は、イエスによって永遠
えいえん

の命
いのち

を得
え

ます。これに従わない
したが    

人
ひと

は、永遠
えいえん

の死
し

が待ち受
ま  う

けています。 

 

 



３
さん

．月曜日
げつようび

：メシアについての新
あら

たな理解
りかい

 

「この方
かた

は、見
み

たこと、聞いた
き  

ことを証
あか

しされるが、だれもその証し
あか 

を受け入
う  い

れない」（ヨハネ3
さん

： 3 2
：さんじゅうに

） 

ユダヤ人
じん

たちは旧約
きゅうやく

聖書
せいしょ

で預言
よげん

されているメシア（救い
すく  

主
ぬし

）が現
あらわ

れることをずっと待
ま

っていました。当時
とうじ

のほとんどのユダヤ人
じん

の考
かんが

えで

は、「メシア（救い
すく  

主
ぬし

）」とは、ローマを倒し
たお  

、ユダヤの王国
おうこく

を武力
ぶりょく

と

政治力
せいじりょく

によって強い
つよ  

国
くに

にしてくれる存在
そんざい

として期待
きたい

されていました。バ

プテスマのヨハネはイエスを「神
かみ

の小羊
こひつじ

」と呼
よ

びましたが、これはメシ

アが武力
ぶりょく

によって国
くに

を指導
しどう

するリーダーを指す
さ  

のではなく、イエスが

十字架
じゅうじか

で犠牲
ぎせい

になることを示
しめ

していました。ところが、ほとんどのユダヤ

人
じん

たちはその言葉
ことば

の意味
い み

を理解
りかい

していませんでした。イエスのメシアとしての本当
ほんとう

の目的
もくてき

は、自分
じぶん

が罪
つみ

のいけにえ

になることで、本当
ほんとう

の神
かみ

の国
くに

をもたらすことにあったのです。それは、聖霊
せいれい

が教
おし

えてくれることによって理解
りかい

でき

るようになることです。 

 

４
よん

．火曜日
かようび

： 需要
じゅよう

と拒絶
きょぜつ

 

2
に

課
か

でとりあげた、マルコによる福音書
ふくいんしょ

6
ろく

章
しょう

の5000
ごせん

人
にん

の給 食
きゅうしょく

の出来事
できごと

の続き
つづき

を学
まな

びます。 

イエスの奇跡
きせき

によって食事
しょくじ

を食
た

べることができた人
ひと

たちは、イエスを王
おう

にして、ローマを倒
たお

してもらおうと考
かんが

えました。ところが、イエスがこの奇跡
きせき

の霊的
れいてき

な意味
い み

を説明
せつめい

すると、人々
ひとびと

はイエスが地上
ちじょう

の王
おう

にはならないとわか

り、多く
おお  

の人
ひと

がイエスから離
はな

れました。しかし、イエスのいちばん近
ちか

くにいた十二
じゅうに

弟子
で し

たちは、これまでイエスが語った
かた   

ことや行った
おこな   

奇跡
きせき

を見た
み  

経験
けいけん

から、イエスに従
したが

い続
つづ

けることを選
えら

びました。弟子
で し

たちはまだイエスの目的
もくてき

をきちんと理解
りかい

はしていませんでしたが、

イエスこそメシア（救い
すく  

主
ぬし

）であると信
しん

じたのです。弟子
で し

たちはイエ

スが十字架
じゅうじか

で死
し

に、復活
ふっかつ

したあとにやっとイエスの目的
もくてき

を理解
りかい

でき

るようになりました。 

 

５
ご

．水曜日
すいようび

：父
ちち

なる神
かみ

の証
あか

し 

「わたしについて証
あか

しをなさる方
かた

は別
べつ

におられる。そして、その方
かた

がわたしについてなさる証し
あか 

は真実
しんじつ

であるこ

とを、わたしは知
し

っている。」（ヨハネ5
ご

： 3 2
：さんじゅうに

） 

聖霊
せいれい

が教
おし

えてくれたように、父
ちち

なる神
かみ

もイエスについて証
あか

しをしています。 



イエスがバプテスマを受
う

けたとき、聖霊
せいれい

がイエスの上
うえ

にとどまりましたが、そのときに「これはわたしの愛する
あい   

子
こ

、

わたしの心
こころ

に適う
かな  

者
もの

」（マタイ3
さん

： 1 7
：じゅうなな

）という父
ちち

なる神
かみ

の声
こえ

が聞
き

こ

えました。それだけでなく、ヨハネ1 2
じゅうに

： 2 8
：にじゅうはち

では「父
ちち

よ、御名
み な

の栄光
えいこう

を現
あらわ

してください。」とイエスが言
い

うと、それに応
こた

えるように「わたしは

既
すで

に栄光
えいこう

を現
あらわ

した。再び
ふたた  

栄光
えいこう

を表
あらわ

そう」と父
ちち

なる神
かみ

の声
こえ

が聞
き

こえ

たのです。3
さん

課
か

で学
まな

んだように、イエスの栄光
えいこう

の時
とき

というのは、十字架
じゅうじか

の場面
ばめん

です。ですから、父
ちち

なる神
かみ

によるイエスの証し
あか  

は、罪
つみ

のために犠牲
ぎせい

となることがイエスの働き
はたら  

の頂点
ちょうてん

であることを示
しめ

します。 

 

６
ろく

．木曜日
もくようび

：群衆
ぐんしゅう

の証
あか

し 

「下役
したやく

たちは、『今
いま

まで、あの人
ひと

のように話した
はな   

人
ひと

はいません』と答
こた

えた」

（ヨハネ7
なな

： 4 6
：よんじゅうろく

） 

イエスはご自分
じぶん

が何者
なにもの

で、何
なに

をするために来た
き  

のかを大胆
だいたん

に（堂々
どうどう

と）

語
かた

ったことをヨハネは何度
なんど

も記録
きろく

しています。イエスの語
かた

るメッセージには

とても力
ちから

がありました。 

群衆
ぐんしゅう

は旧約
きゅうやく

聖書
せいしょ

の預言
よげん

を見
み

て、イエスが何者
なにもの

なのかをあれこれと議論
ぎろん

しましたが、実
じつ

はみんなが予想
よそう

していたものはすべてイエスに当
あ

てはまって

いました。 

イエスと敵対
てきたい

していたファリサイ派
は

の人
ひと

たちは「議員
ぎいん

やファリサイ派
      は

の人々
ひとびと

の中
なか

に、あの男
おとこ

（イエス）を信
しん

じ

たものがいるだろうか」（ヨハネ7
なな

： 4 8
：よんじゅうはち

）と質問
しつもん

します。このあと、聖書
せいしょ

を読
よ

みつづけていくと、議員
ぎいん

でファ

リサイ派
は

であったニコデモがイエスを信
しん

じるようになったことの証拠
しょうこ

が書
か

かれています。 

 

７
なな

．金曜日
きんようび

：さらなる研究
けんきゅう

 

「弟子
で し

たちは、キリストを受け入
う  い

れてから、以前
いぜん

のどんな生活
せいかつ

よりも平和
へいわ

と喜び
よろこ  

を感
かん

じていた。…彼ら
かれ  

は長い
なが  

間
あいだ

メシヤを待望
たいぼう

してきた。そのメシヤが今
いま

おいでになったのである。」（『各時代
かくじだい

の希望
きぼう

』第 4 1 章
だいよんじゅういっしょう

） 

 

話し合い
はな  あ   

のための質問
しつもん

 

・イエスが救い
すく  

主
ぬし

だという証拠
しょうこ

をあたえられたときに、喜
よろこ

んでイエスを受け入れる
う  い   

人
ひと

と、拒否
きょひ

する人
ひと

がいるのは

なぜでしょう。 


